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令
等
と
整
合
性
の
と
れ
た
設

計
図
書
作
成
な
ど
の
要
望
が

あ
っ
た
。県
か
ら
は
社
内
で

の
情
報
共
有
や
品
質
管
理
の

体
制
、実
施
し
て
い
る
人
材

育
成
・
教
育
の
具
体
例
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ

た
。

　

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
用
す

る
際
の
注
意
点
等
②
配
管
の

設
計
標
準
③
現
場
代
理
人
の

実
情
―
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意

見
を
交
わ
し
た
後
、大
内
洋

平
県
営
繕
課
副
主
査
が「
25

年
度
設
備
工
事
検
査
結
果
を

踏
ま
え
た
留
意
点
等
」、
野

和
志
広
栄
電
設
設
計
監
理
部

主
任
が「
現
場
条
件
と
設
計

図
書
と
の
齟
齬（
そ
ご
）と
不

一
致
の
事
例（
震
災
以
降
）」

を
説
明
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
も
行
わ
れ

た
。
県
・
協
会
混
在
の
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
①
設
計
図

の
不
備
・
現
場
と
の
不
整
合

が
生
じ
た
場
合
の
対
処
方
法

な
ど
、
よ
り
良
い
建
物
を
つ

く
る
た
め
に
必
要
な
現
場
管

理
・
工
事
監
理
②
若
手
か
ら

見
た
人
材
育
成
・
確
保
の
理

想
と
現
実
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
、結
果
を
発
表
し
た
。

　

県
営
繕
課
と
の
意
見
交
換

会
は
十
月
二
十
九
日
、福
島

市
の
協
会
会
議
室
で
行
わ
れ

た
。県
か
ら
は
新
田
二
三
男

営
繕
設
備
担
当
主
幹
、県
有

施
設
の
電
気
・
機
械
設
備
整

備
を
担
当
す
る
佐
久
間
良
、

橘
昭
一
両
専
門
電
気
技
師
、

後
藤
正
己
主
任
電
気
技
師
、

木
下
幸
則
主
査
の
五
人
が
出

席
。協
会
か
ら
は
坂
本
会
長

と
大
槻
博
太
副
会
長（
福
島

支
部
長
、
技
術
・
安
全
委
員

長
）、佐
藤
脩
一
副
会
長（
会

津
支
部
長
）、八
巻
正
隆
副
会

長（
相
双
支
部
長
）、石
川
亘

白
河
支
部
長
、永
井
博
郡
山

支
部
長
、末
永
英
隆
い
わ
き

支
部
長
、技
術
・
安
全
委
員
会

の
車
田
昭
、荒
川
精
一
郎
両

副
委
員
長
、下
山
仁
、三
瓶
良

幸
、佐
藤
春
幸
各
委
員
が
出

席
し
た
。

　

坂
本
会
長
が「
復
興
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
場
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

素
直
な
意
見
を
出
し
合
い
、

施
工
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

意
見
交
換
は
、協
会
か
ら

①
下
請
通
知
書
等
②
書
類
関

係
③
見
積
依
頼
④
総
合
評
価

方
式
⑤
技
術
者
不
足
⑥
機
器

の
仕
様
⑦
工
期
―
な
ど
に
つ

い
て
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、

県
が
そ
れ
に
答
え
る
形
で
進

め
ら
れ
た
。こ
の
う
ち「
工
事

打
合
せ
簿
の
様
式
が
建
設
事

務
所
に
よ
っ
て
異
な
る
」「
従

前
様
式
の
工
事
報
告
書
の
提

適
切
な
工
期
設
定
な
ど
要
望

　

当
協
会
は
、施
工
上
の
課
題
や
日
頃
の
疑
問
点
を
解
消
し
て
県
工
事
の
円
滑
な
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、会
員
企
業
の
技
術
・
事
務
処
理
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
な

げ
よ
う
と
、十
月
と
十
二
月
に
県
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。い
ず
れ
も
協
会
技

術
・
安
全
委
員
会
の
所
管
事
業
。十
月
は
坂
本
幹
夫
会
長
は
じ
め
役
員
と
同
委
員
会
委

員
が
県
営
繕
課
と
懇
談
。十
二
月
に
は
会
員
企
業
の
現
場
代
理
人
等
が
県
営
繕
課
・
出

先
事
務
所
の
職
員
と
人
材
育
成
・
確
保
対
策
な
ど
も
含
め
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

坂 本 幹 夫
（一社）福島県電設業協会

E-mail : info@fukudensetsukyo.or.jp

出
を
求
め
ら
れ
た
」な
ど
の

指
摘
に
対
し
て
、県
は
標
準

様
式
と
す
る
よ
う
周
知
す
る

考
え
を
回
答
。施
工
中
の
条

件
変
更
、作
業
員
不
足
な
ど

に
よ
る
工
期
延
長
に
つ
い
て

は
監
督
員
と
十
分
協
議
す
る

よ
う
伝
え
た
。

‌

※
質
問
事
項
と
県
の
回
答
内

容
は
左
表
参
照�

　

現
場
代
理
人
等
と
県
監
督

員
ら
と
の
意
見
交
換
会
は
十

二
月
十
一
日
、
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

で
開
い
た‌

＝
写
真�

。十
四
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
県
側
は
営
繕

課
と
出
先
事
務
所
の
電

気
技
師
ら
十
九
人
、
協

会
側
は
技
術
者
二
十
二

人
が
出
席
し
た
。
車
田

昭
副
委
員
長
が「
活
発

な
意
見
交
換
に
よ
り
日

ご
ろ
の
疑
問
が
解
消
さ

せ
、
今
後
の
業
務
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

初
め
に
双
方
が
事
前

に
提
出
し
た
質
疑
事
項
に
対

し
て
代
表
者
が
回
答
。協
会

か
ら
は
設
計
変
更
や
工
期
延

長
に
伴
う
請
負
金
額
変
更
に

関
す
る
疑
問
や
、建
築
図
・
法

県との意見交換会

‌あいさつする坂本会長�

現場代理人 
と県監督員

設
計
、
現
場
管
理
で
討
論

人
材
育
成
確
保
の
問
題
も

県営繕設備工事関係の質疑回答

質問事項（協会） 回答（県）

下
請
通
知
書

業者選定が困難。期限(21日)を
延長できないか

「福島県元請・下請関係適正化指
導要綱」で定められており、現時
点で延長は考えていない。正当な
理由があれば見込みでの提出可

受注金額500万円以下でも監督
員に提出が必要か

監督員は500万円未満でも（提出を）
求めることができる。工事監理上、
確認が必要な場合がある

10万円未満の下請工事での契約
書・請書の提出を省略できな
いか

要綱には省略の規定がなく、少額
でも省略はできない

書
類

建設事務所によって10号様式
(工事打合せ簿)が違う。標準
様式に統一できないか

建築・設備工事共通仕様書（資料
編）P104で定められており、標準
様式とするよう改めて通知する

着工時に最低限必要な書類の
打ち合わせを行い、不要書類
をなくせないか

共通仕様書1.1.21に「工事関係図
書の簡素化取り組み」の項目があ
る。工事開始時に監督員と十分に
協議確認してほしい

竣工時の写真提出は竣工・工
事経過全て提出するのか。ま
た提出方法をデータか紙か統
一してほしい

共通仕様書で「施工前・竣工・工
事経過」の提出が定められている。

「施工前・竣工」は、支払い事務
等での確認の必要から紙ベースで
提出を求めている。工事経過は選
択できるが、必要書類・電子納品
について監督員と協議する際に確
認してほしい

工
事
報
告
書

様式8「検査状況」は、試験結
果も提出しなければならない。

「検査願」で同じものを提出し
ていて二重提出となるが必要
か

共通仕様書1.7.2「工事報告書」
では、検査状況(様式8)の提出は
求めていない。提出するかは監督
員に確認してほしい

書類簡素化で提出様式がなく
なったはずだが、設計事務所
監理工事で提出を要求される。
統一してほしい

設計事務所等の工事監理者に対
し、標準の報告書様式等を改めて
周知する。なお提出された工事報
告書が以前の様式で、現様式での
提出を現場代理人に指導している
例もある。協力をお願いしたい

見
積

県からの見積依頼は2 ～ 3週間
程度の見積期間を設定してい
るが、業務委託者等からの依
頼は1週間程度の事例が多い

設計委託受託者に対し、適切な見
積期間を設定するよう指導する

総
合
評
価

「施工計画の適性性に対する評
価基準」は営繕工事と土木工
事(トンネル電気・通信設備)、
また建設事務所ごとに異なる
のか。記述のポイントなども
指導願いたい

対象工事の内容や施工環境、特殊
性、特異性に十分配慮した施工計
画としてほしい

技
術
者
不
足

優秀な人材を継続的に確保し
技術・技能を継承したいが、
技能者育成に5、6年を要する。
建設工事需要が再び減少に転
じる懸念が払しょくできず採
用に躊躇してしまう。将来的
な建設工事の見通しを考える
に当たり参考となるものを示
してほしい

ふくしま統計情報BOXのHPで県の
経済動向、ふくしま復興の歩みの
HPで復旧・復興の状況、これから
の産業振興、雇用創出、拠点整備
について示されているので参考と
してほしい

監
理

第三者機関による工事監理の
場合、質疑等の回答が遅い

監理者に速やかに回答するよう指
示する。なお回答に時間を要する
場合もあるので、早めの協議をお
願いしたい

機
器
の
仕
様

設計書に詳細なスペックが書
いてあり、メーカーの選定に
自由度がない場合がある。設
計図には最低限のスペックと
し、同等以上の機器を複数メー
カーから検討できようにして
ほしい

基本的に特定メーカーの指定にな
らないように図面・仕様書を作成
しており、共通仕様書1.5.1に示
すよう同等以上であれば、請負者
がメーカーや機種を自由に選定で
きる。メーカー等の図面を参考図
として記載することがあるが、こ
の場合も同等以上機種から選定し
て構わない

工
期

震災・オリンピック等で作業
員不足の現場が多い。工期に
余裕を持って発注してほしい

工期は建築・電気・機械の標準工
期に加え、機器の納期や特殊事情
を勘案して設定している。関連工
事の遅れによる影響や施工中の条
件変更、作業員不足による工期延
長については、監督員と十分協議
してほしい

災害復旧工事の発注が相次ぎ、
作業員確保が困難。作業員不
足で工期内の工事が困難な場
合、工期延長などを考慮して
ほしい

工事円滑化へ官民が協議
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県
と
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
は
十
一
月
十
九
日
、福

島
市
の
杉
妻
会
館
で
優
秀
施

工
者
顕
彰
式
を
行
い
、建
設

現
場
の
模
範
と
な
る
十
七
人

を
た
た
え
た
。当
協
会
が
推

薦
し
た
北
郷
誠
和
さ
ん（
嵐

電
気
工
事
）、遠
藤
正
広
さ
ん

（
高
柳
電
設
工
業
）に
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
長
顕
彰
状

が
贈
ら
れ
た
。

　

式
典
に
は
受
賞
者
、県
建

産
連
加
盟
団
体
の
代
表
ら
が

出
席
。内
堀
知
事
が
知
事
感

謝
状
、小
野
利
廣
県
建
設
産

業
団
体
連
合
会
長
が
受
賞
代

表
に
顕
彰
状
を
手
渡
し
た
。

内
堀
知
事
と
小
野
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
建
設
産
業
の
第

一
線
で
顕
著
な
実
績
を
上
げ

ら
れ
、後
進
の
育
成
に
も
情

熱
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
方
々

で
あ
り
、
次
に
続
く
人

た
ち
の
鏡
と
な
る
。
引

き
続
き
技
術
・
技
能
に

磨
き
を
か
け
、
本
県
復

興
に
一
層
の
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い
」
と
受

賞
者
を
た
た
え
た
。

　

電
気
工
事
関
係
で
は

こ
の
ほ
か
、
力
丸
尚
さ

ん（
郡
山
電
工
）が
知
事

感
謝
状
、酒
井
純
さ
ん（
森
口

電
気
商
会
）が
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
長
顕
彰
状
を
受

賞
し
た
。

　

優
秀
施
工
者
の
顕
彰
は
、

建
設
産
業
の
第
一
線
で「
も

の
づ
く
り
」に
携
わ
る
現
場

従
事
者
の
誇
り
と
意
欲
を
高

め
、
そ
の
能
力
・
資
質
と
社

会
的
評
価
・
地
位
の
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
県
が
平
成
五

年
度
に
創
設
し
た
。表
彰
は
、

建
設
現
場
で
二
十
年
以
上
に

わ
た
り
工
事
施
工
に
直
接
従

事
し
、顕
彰
を
受
け
た
後
も

あ
る
程
度
の
期
間
は
現
役
で

活
躍
で
き
る
人
が
中
心
と
な

る
た
め
、原
則
四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
以
下
が
対
象
。選

定
基
準
は
①
技
術
・
技
能
が

優
秀
②
技
術
開
発
・
施
工
の

合
理
化
を
図
り
顕
著
な
成
績

を
上
げ
て
い
る
か
、建
設
工

事
に
相
当
の
実
績
が
あ
る
③

後
進
の
指
導
・
育
成
に
努
め

て
い
る
④
工
事
の
施
工
で
安

全
・
衛
生
の
向
上
に
貢
献
⑤

ほ
か
の
建
設
現
場
従
事
者
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
―
の
全

て
に
該
当
す
る
者
。

け
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
。優
良
企
業（
現
場
代
理

人
）と
優
秀
論
文
の
受
賞
者

に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

　

優
秀
論
文
の
発
表
、現
場

事
例
の
紹
介
に
続
き
、最
後

に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン「
み
ん

な
で
つ
な
ぎ　

高
ま
る
意
識

　

達
成
し
よ
う
ゼ
ロ
災
害
」

を
合
言
葉
に
、一
丸
と
な
っ

て
労
働
災
害
防
止
に
努
力
す

る
こ
と
を
決
意
表
明
し
た
。

　

東
北
地
方
に
お
け
る
公
共

工
事
の
安
全
施
工
の
啓
発
と

事
故
撲
滅
を
目
指
す「
東
北

地
方
工
事
安
全
施
工
推
進
大

会（
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
二
〇
一

四
）」が
十
一
月
五
日
、仙
台

市
の
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー

ル
仙
台
で
開
か
れ
、事
故
防

止
に
積
極
的
に
取
り
組
み
安

全
施
工
に
貢
献
し
た
現
場
代

理
人
六
十
六
人
と
、「
安
全
に

関
す
る
体
験
・
提
案
」の
優
秀

論
文
二
十
四
編
を
表
彰
し

た
。当
協
会
か
ら
は
優
良
企

業（
現
場
代
理
人
）に
、大
槻

電
設
工
業（
東
西
栗
子
ト
ン

ネ
ル
配
電
線
路
改
修
工
事
・

亀
岡
誠
現
場
代
理
人
）、会
津

電
気
工
事（
郡
山
国
道
管
内

照
明
灯
更
新
工
事
・
根
本
孝

則
現
場
代
理
人
）が
輝
い
た
。

　

東
北
地
方
整
備
局
、東
北

六
県
、仙
台
市
、東
日
本
高
速

道
路
、東
北
地
域
づ
く
り
協

会
と
建
設
関
係
十
六
団
体
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
の
主

催
。実
行
委
員
長
の
縄
田
正

東
北
地
方
整
備
局
長
が「
震

災
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
が
急
務
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
現
場
に
お
い
て
事
故
が

な
く
、安
全
に
工
事
が
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
。無
事
故
・
無
災
害
に
向

　

平
成
二
十
六
年
度
県
建
設

雇
用
改
善
推
進
大
会
が
十
一

月
六
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
か

れ
、建
設
業
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
て
受
・
発
注
者
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
誓
っ
た
。県
建
設
業
協

会
の
主
催
、福
島
労
働
局
、県

の
共
催
。

　

大
会
で
は
小
野
利
廣
県
建

設
業
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
し

雇
用
改
善
の
取
り
組
み
が
顕

著
な
十
社
を
表
彰
。引
地
睦

夫
福
島
労
働
局
長
と
大
江
孝

治
県
商
工
労
働
部
政
策
監
が

あ
い
さ
つ
し
た
後
、森
崎
英

五
朗
寿
建
設
代
表
取
締
役
社

長
が「
当
社
の
安
全
管
理
」と

題
し
て
事
例
発
表
し
た
。郡

山
女
子
大
学
教
授
の
小
阪
康

治
氏
が「
な
ぜ
嘘
を
つ
い
て

は
い
け
な
い
の
か
」を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

最
後
に
、適
切
な
賃
金
水

準
の
確
保
や
若
年
労
働
者
の

入
職
促
進
・
定
着
、法
令
順
守

な
ど
に
努
め
る
こ
と
を
誓
う

「
雇
用
改
善
推
進
の
誓
い
」を

宣
言
し
た
。

‌

内
堀
知
事（
前
段
左
か

ら
３
番
目
）を
囲
み
記

念
撮
影
す
る
受
賞
者
ら�

安全施工に高い評価
ＳＡＦＴＹ２０１４

大槻電設、会津電気ら表彰

北
郷
さ　

　

ん

、
遠
藤
さ　

　

ん

を
顕
彰

県
と
県

建
産
連　

現
場
の
模
範
た
た
え
る

優秀施工者

　

い
わ
き
支
部
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
は
十
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
て
行
わ
れ
、県
立
勿
来

工
業
高
校
の
生
徒
が
現
場
見

学
や
作
業
体
験
な
ど
を
通
し

て
、社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

同
支
部
で
は
毎
年
、同
校

生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
て
お
り
、今
年

度
は
電
気
科
二
年
生
四
十
人

が
参
加
し
た
。全
会
員
十
一

社
が
各
社
二
～
四
人
ず
つ
を

引
き
受
け
て
現
場
見
学
・
実

習
、Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
、安
全
教
育

な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提

供
し
た
。

　

受
入
企
業
は
次
の
通
り
。

　

常
盤
電
設
産
業
、大
和
電

設
工
業
、植
田
電
機
、三
浦
電

気
工
事
、い
わ
き
電
気
工
業
、

ク
レ
ハ
電
機
、
ジ
ェ
イ
・
ケ

イ
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、宮
野
電

気
興
業
、嵐
電
気
工
事
、岩
電

機
工
事
、小
松
電
工

備
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

沿
っ
て
現
場
見
学
・
実
習
、安

全
教
育
な
ど
を
行
っ
た
。

　

喜
多
方
桐
桜
高
校
か
ら
は

電
気
科
の
一
・
二
年
生
七
人

が
、十
月
二
十
八
日
か
ら
三

十
日
に
か
け
て
実
習
し
た
。

会
津
電
気
工
事
、目
黒
工
業

商
会
、萩
生
田
電
設
、佐
藤
電

設
の
四
社
が
受
け
入
れ
、各

社
が
施
工
す
る
現
場
な
ど
を

見
て
回
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

十
一
月
四
日
～
七
日
の
四
日

間
。一
年
生
五
人
が
会
津
電

気
工
事
と
和
泉
電
機
に
分
か

れ
て
、電
気
設
備
工
事
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

　

会
津
支
部
は
今
年
度
、県

立
会
津
工
業
高
校
と
県
立
喜

多
方
桐
桜
高
校
、県
立
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
の
３
校

か
ら
計
三
十
四
人
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

た
。

　

会
津
工
業
高
校
は
十
月
十

五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三

日
間
、電
気
科
一
年
生
二
十

二
人
が
富
士
工
業
商
会
、会

津
電
気
工
事
、千
葉
電
機
商

会
、目
黒
工
業
商
会
、萩
生
田

電
設
、佐
藤
電
設
、森
口
電
気

商
会
の
七
社
で
就
業
体
験
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
準

いわき支部

全
会
員
が
生
徒
受
け
入
れ

勿
来
工
高
40
人
が
就
業
体
験

会津支部

３
校
、
34
人
が
現
場
実
習

会
津
工
、
喜
多
方
桐
桜

会
津
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ

安
全
教
育
な
ど
も

‌

安
全
教
育
を
受
け
る
生
徒
ら�

‌

表
彰
を
受
け
た
亀
岡
さ
ん

（
右
か
ら
２
番
目
）、根
本
さ

ん（
同
３
番
目
）�

‌

配
線
実
習
を
行
う
生
徒
ら�

持
続
的
な
発
展
へ

受
・
発
注
者
一
丸

雇
用
改
善
推
進
大
会

３
支
部
で
社
会
貢
献
事
業
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福
島
支
部
は
九
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
、県

立
二
本
松
工
業
高
校
情
報
シ

ス
テ
ム
科
二
年
生
と
学
校
法

人
松
韻
学
園
福
島
高
校
普
通

科
実
務
選
択
コ
ー
ス
二
年
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
た
。電
気
工
事
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
み
、生
徒
の
就
労
学

習
を
支
援
し
た
。

　

二
本
松
工
業
高
校
は
女
子

生
徒
三
人
を
含
む
九
人
が
参

加
し
た
。初
日
と
二
日
目
は

全
体
で
研
修
し
、事
業
広
報

委
員
会
担
当
理
事
の
佐
藤
卓

立
副
支
部
長（
佐
藤
電
気
商

会
）、吉
田
隆
悦
委
員
長（
吉

田
電
気
工
業
）、齋
藤
幸
一
委

員（
須
南
電
設
）、作
田
謙
太

郎
委
員（
電
工
社
）ら
が
指
導

し
た
。

　

研
修
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
佐
藤
副

支
部
長
が

「
こ
の
体
験

を
将
来
に
役

立
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
、実
習
の
注

意
点
な
ど
を
確
認
し
た
。作

田
委
員
が
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
講
義
し
、

太
田
和
洋
福
島
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
会
長
が
安
全
教

育
を
行
っ
た
。二
日
目
は
伊

達
市
立
梁
川
小
学
校
新
築
と

県
大
笹
生
学
園
改
築
の
各
電

気
設
備
工
事
現
場
、太
陽
光

発
電
所
を
視
察
研
修
し
た
。

　

三
日
目
は
三
班
に
分
か
れ

て
大
槻
電
設
工
業
、須
南
電

設
、電
工
社
の
各
社
で
現
場

実
習
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
な
ど
、

よ
り
実
践
的
な
作
業
を
体
験

し
た
。

　

松
韻
学
園
福
島
高
校
か
ら

は
三
人
が
就
業
体
験
し
た
。

電
工
社
が
受
け
入
れ
た
。一

日
目
に
就
業
や
電
気
工
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
ほ
か
、安
全
研
修
や

建
設
機
械
の
体
験
も
行
っ

た
。二
日
目
は
現
場
実
習（
児

童
公
園
管
理
棟
新
築
工
事
）

と
現
場
見
学（
一
般
木
造
住

宅
）、三
日
目
は
設
計
・
積
算

実
習
、
体
験
発
表
な
ど
を

行
っ
た
。

インターンシップ支援事業

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

　

今
回
は
、私
は
福
島
県
電

設
業
協
会
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、社
会
人
に
つ
い

て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
あ

い
さ
つ
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
ず
、
メ
モ
や
記
録
を

と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。メ
モ
・
記
録
を
と
る

こ
と
で
忘
れ
る
こ
と
が
な
く

思
い
返
せ
る
か
ら
で
す
。社

会
人
の
マ
ナ
ー
で
は
、
あ
い

さ
つ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
責
任
の
重
要
性
が
分
か

り
ま
し
た
。特
に
、社
会
人
に

な
る
と
会
社
全
体
の
責
任
を

背
負
っ
て
仕
事
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
理
解
で
き
ま

し
た
。ま
た
、早
め
に
目
標
や

計
画
を
設
定
す
る
事
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、実
際
に
各
現

場
に
行
き
ま
し
た
。初
め
は
、

建
設
中
の
小
学
校
を
見
学
し

ま
し
た
。そ
こ
に
は
、電
気
業

者
以
外
の
業
者
さ
ん
達
も
い

ま
し
た
。建
物
内
は
、立
入
禁

止
の
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
危

険
な
場
所
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。そ
れ
だ
け
、現
場
で
の

仕
事
は
大
変
で
気
を
つ
け
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
が
改
め
て
理
解
で
き
ま
し

た
。ま
た
、一
つ
の
建
物
を
完

成
さ
せ
る
に
は
、各
業
者
の

協
力
や
時
間
、労
力
を
要
す

る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、各
企
業
に
行

き
色
々
学
び
ま
し
た
。そ
の

中
で
も
、高
所
作
業
車
で
十

四
㍍
の
高
さ
ま
で
上
げ
て
も

ら
い
実
際
に
体
感
し
ま
し

た
。十
四
㍍
の
高
さ
は
意
外

と
高
く
、普
段
見
れ
な
い
風

景
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。作
業
員
の
方
は
、詳
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、電
柱
に
登
る
の
が
速

く
て
驚
き
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
見
積
り
の
仕
方
や
Ｃ
Ａ

Ｄ
に
つ
い
て
等
も
学
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
。電
気
工
事
士

等
の
資
格
の
重
要
性
も
分

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
得
し

て
、将
来
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、社
長
さ
ん
に
直
接

色
々
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
話
な
ど
も
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。三
日
間
、

と
て
も
短
い
間
で
し
た
が
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

将
来
に
役
立
つ
３
日
間

県
立
二
本
松
工
業
高
校　

武
藤　
　

凌

　

今
回
は
、私
た
ち
は
電
設

業
協
会
と
大
槻
電
設
工
業
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
き

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
大
切
に
な
っ
て

く
る
事
と
現
場
の
危
険
な
場

所
を
学
び
ま
し
た
。あ
い
さ

つ
や
返
事
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
重

要
な
事
を
メ
モ
す
る
、分
か

ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
な
に
を

使
っ
て
で
も
調
べ
る
な
ど
、

学
生
と
は
違
い
、自
分
で
考

え
て
行
動
す
る
と
い
う
事
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。最
近
で
は
、上
司
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
ず
会
社
を
辞
め
て
し
ま
う

人
が
多
い
そ
う
で
す
。そ
の

た
め
、
あ
い
さ
つ
と
い
う
小

さ
な
事
で
も
徹
底
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、梁
川
小
学
校

の
改
築
工
事
、大
笹
生
学
園

改
築
工
事
、太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
工
事
の
見
学
で
し

た
。小
学
校
の
工
事
は
、大
き

な
工
事
だ
っ
た
の
で
沢
山
の

企
業
、人
数
で
作
業
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。ま

た
、完
成
予
想
の
写
真
の
綺

麗
さ
と
、建
築
現
場
の
配
線

が
む
き
出
し
で
乱
雑
し
て
い

る
様
子
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚

き
ま
し
た
。大
笹
生
の
工
事

は
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
形
で
綺

麗
で
し
た
。障
害
を
も
っ
た

人
達
が
入
る
施
設
な
の
で
細

か
い
所
の
気
配
り
や
、体
育

館
の
照
明
が
水
銀
灯
で
は
な

い
と
か
、普
通
と
は
全
然
違

う
造
り
に
な
っ
て
い
た
の
が

面
白
か
っ
た
で
す
。太
陽
光

パ
ネ
ル
は
、広
大
な
面
積
で

す
ご
い
迫
力
で
し
た
。民
家

の
屋
根
に
つ
い
て
い
る
よ
う

な
パ
ネ
ル
と
は
違
い
、少
し

の
光
で
も
沢
山
発
電
で
き
る

特
別
な
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、外
線
工
事
の

見
学
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
体
験
、
積

算
、回
路
の
ひ
ろ
い
出
し
、内

分
書
の
作
成
を
し
ま
し
た
。

外
線
工
事
の
見
学
の
前
に
高

所
作
業
車（
十
四
、五
㍍
）に

乗
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

実
際
乗
っ
て
み
る
と
予
想
以

上
に
高
く
、周
り
の
景
色
を

楽
し
む
と
か
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。外
線
工
事
を
見
て
、

事
故
の
間
違
い
が
な
い
よ
う

に
一
つ
一
つ
の
作
業
ご
と
に

声
を
か
け
合
っ
て
作
業
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
積
算
、内
分
書
の

作
成
は
資
格
が
な
く
て
も
で

き
る
仕
事
だ
そ
う
で
す
。で

す
が
、
や
っ
て
み
る
と
案
外

難
し
く
、覚
え
る
ま
で
が
大

変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
日
間
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
、と
て
も
楽
し
く
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。三
日
間
で
学
ん
だ

事
を
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
選

択
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

楽
し
く
貴
重
な
体
験

県
立
二
本
松
工
業
高
校　

長
沢　

藍
里

　

こ
の
度
は
お
忙
し
い
な

か
、職
場
体
験
を
受
け
入
れ

て
頂
き
、
ま
た
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
、電
気
工
事
関

係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、今
回
の
職
場
体

験
で
は
配
線
作
業
の
確
認
や

基
礎
知
識
な
ど
を
教
え
て
頂

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、電
気
工
事
に
関

す
る
仕
事
を
幅
広
く
教
え
て

頂
き
、電
気
関
係
の
仕
事
に

携
わ
る
責
任
の
重
さ
と
、勤

務
す
る
皆
さ
ま
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
組
織
が
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
将
来
の
仕

事
と
し
て
、
お
客
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
電
気
工
事
士
を
目

標
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
学

習
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
進

路
を
歩
め
ば
よ
い
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
度
の
職
場
体
験
で
担
当
し

て
頂
い
た
作
田
謙
太
郎
様
と

現
場
管
理
の
八
巻
利
彰
様
に

は
、全
く
経
験
の
な
い
私
共

に
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
頂
き
、
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て

‌オリエンテーションに臨む二本
松工業高校の生徒�

福島支部

電
気
工
事
へ
の
理
解
促
進

二
本
松
工

学
法
福
島

２
校
の
学
習
を
支
援

電
気
工
事
士
が
目
標

学
法
福
島
高
校　

松
谷　

裕
基
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┅ ちょっと一服 ! 豆知識 ┅
「バイオマスエネルギー➊」

　バイオマス（生物起源）エネルギーとは、化石資源を除く、

動植物に由来する有機物で、エネルギー源として利用可能

なものを指します。特に植物由来のバイオマスは、生育過

程で大気中の二酸化炭素を吸収し成長するため、これらを

燃焼させても追加的な二酸化炭素を排出させず、「カーボン

ニュートラル」なエネルギーとされています。

（出典・エネルギー白書2014）

　

私
事
で
す
が
先
日
、生
命

保
険
会
社
が
来
社
し「
先
進

医
療
特
定
保
険
に
加
入
し
な

い
か
」と
の
勧
誘
を
受
け
ま

し
た
。掛
け
捨
て
型
で
全
額

損
金
算
入
が
で
き
、五
年
間

払
い
込
み
を
す
れ
ば
終
身
で

保
証
を
受
け
ら
れ
、治
療
費

は
全
額
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ

る
と
の
こ
と
。先
進
医
療
は

厚
生
労
働
省
が
認
め
た
術
式

に
限
ら
れ
、種
類
も
将
来
変

更
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

日
本
人
で
癌（
が
ん
）の
発

生
部
位
が
多
い
の
は
肺
・
胃
・

大
腸
と
言
わ
れ
る
中
、最
近

先
進
医
療
と
認
め
ら
れ
た
陽

子
線
治
療
で
は
、胃
や
大
腸

の
消
化
管
は
対
応
で
き
な
い

等
々
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

現
在
先
進
医
療
と
言
わ
れ

る
も
の
で
も
、
そ
の
術
式
が

一
般
に
普
及
す
れ
ば
普
通
の

医
療
に
変
わ
り
、保
険
加
入

の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
り
ま

す
。果
た
し
て
こ
の
保
険
は

役
に
立
つ
も
の
や
ら
ど
う
や

ら
…
。保
険
に
加
入
す
る
か

ど
う
か
は
ま
だ
決
め
て
い
ま

せ
ん
が
、躰
の
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歳
に

な
っ
て
き
た
も
の
だ
と
つ
く

づ
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

追
伸
、こ
れ
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・

Ｃ
Ｔ
等
の
人
間
ド
ッ
グ
を
初

め
て
受
診
す
る
予
定
で
す

（
広
報
委
員
・
國
津
一
洋
）。

　

県
入
札
制
度
等
監
視
委
員

会
に
よ
る
建
設
関
係
団
体
、

事
業
者
へ
の
意
見
聴
取
が
十

二
月
三
日
、福
島
市
の
杉
妻

会
館
で
行
わ
れ
た
。県
総
合

設
備
協
会
か
ら
坂
本
幹
夫
会

長（
当
協
会
長
）、松
原
兼
一

副
会
長
が
出
席
し
、総
合
評

価
方
式
の
評
価
対
象
期
間
拡

大
を
要
望
。不
調
対
策
で
は

技
術
者
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
、専
門
学
校
な
ど
養
成
機

関
の
拡
充
や
一
層
の
常
駐
緩

和
を
求
め
る
と
と
も
に
①
発

注
時
期
平
準
化
②
労
務
単

価
、最
低
制
限
価
格
の
引
き

上
げ
③
工
事
書
類
の
簡
素
化

④
状
況
に
応
じ
た
次
年
度
へ

の
繰
越
な
ど
を
要
望
し
た
。

特
定
建
設
業
許
可
が
必
要
な

下
請
契
約
額
三
千
万
円
以
上

と
な
る
見
込
み
の
工
事
で
、

特
定
許
可
を
条
件
明
示
す
る

よ
う
求
め
た
。

　

総
合
評
価
方
式
に
つ
い

て
、県
は
期
間
拡
大
で
、評
価

差
が
出
な
く
な
る
弊
害
も
あ

る
と
し
て
、受
注
状
況
な
ど

の
総
合
的
な
検
討
が
必
要
だ

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、入
札
制

度
運
用
上
の
課
題
を
検
証
、

制
度
構
築
に
反
映
さ
せ
る
た

め
毎
年
行
っ
て
い
る
。今
回

①
総
合
評
価
方
式
②
元
請
・

下
請
関
係
の
適
正
化
対
策
③

入
札
不
調
④
電
子
入
札
・
電

子
閲
覧
⑤
入
札
参
加
資
格
要

件
等
⑥
品
確
法
等
三
法
改
正

⑦
社
会
保
険
未
加
入
対
策
│

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、県

総
合
設
備
協
会
の
ほ
か
県
建

設
業
協
会
な
ど
三
団
体
と
、

個
別
事
業
者
か
ら
聞
き
取
り

を
し
た
。

　

建
設
業
従
事
者
の
不
足
と

い
う
建
設
産
業
の
構
造
的
な

問
題
に
対
し
て
、地
域
建
設

業
の
中
長
期
的
な
担
い
手
確

保
の
た
め
、事
業
量
の
計
画

的
・
安
定
的
な
確
保
と
、
そ

の
見
通
し
を
示
す
こ
と
が
重

要
だ
と
の
声
が
相
次
い
だ
。

人
材
確
保
と
と
も
に
不
調
対

策
の
観
点
か
ら
、個
別
事
業

者
を
含
め
各
団
体
が
現
場
実

態
に
即
し
た
設
計
、積
算
や

賃
金
体
系
の
改
善
、各
発
注

者
間
の
工
事
発
注
平
準
化
、

適
正
工
期
設
定
等
を
要
望
。

社
会
保
険
加
入
促
進
策
に
対

し
て
は
、二
次
下
請
以
下
ま

で
の
未
加
入
者
完
全
排
除
は

現
実
的
に
は
困
難
と
す
る
意

見
が
多
か
っ
た
。入
札
契
約

制
度
で
要
望
の
あ
っ
た
工
事

の
指
名
競
争
復
活
に
つ
い
て

は
、県
が
慎
重
な
姿
勢
を
崩

さ
な
か
っ
た
。

　

会
津
若
松
建
設
事
務
所
と

当
協
会
会
津
支
部
、県
空
調

衛
生
工
事
業
協
会
会
津
支
部

に
よ
る
建
設
行
政
に
関
す
る

意
見
交
換
会‌

＝
写
真
＝�
が
十

一
月
十
八
日
、会
津
若
松
市

の
全
会
津
電
気
工
事
協
同
組

合
会
館
で
開
か
れ
た
。入
札

不
調
と
作
業
員
不
足
、労
働

災
害
防
止
な
ど
発
注
者
と
受

注
者
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
、解
決

策
を
話
し
合
っ
た
。

　

県
側
か
ら
杉
明
彦
所
長
は

じ
め
幹
部
職
員
九
人
、当
協

会
と
空
衛
協
会
か
ら
各
十
三

人
の
計
三
十
五
人
が
出
席
し

た
。杉
所
長
が
あ
い
さ
つ
、矢

澤
敏
幸
企
画
調
査
課
長
が
県

の
入
札
不
調
対
策
に
つ
い

て
、両
協
会
が
業
界
の
現
状

を
説
明
し
た
。佐
藤
脩
一
当

協
会
会
津
支
部
長
は
、工
期

の
遅
れ
に
よ
る
労
働
災
害
の

防
止
対
策
を
求
め
た
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
若

手
技
術
者
の
就
業
促
進
に
向

け
た
協
会
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

　

発
注
の
平
準
化
と
入
札
制

度
改
革
、適
正
工
期
の
確
保
、

社
会
保
険
未
加
入
企
業
と
の

下
請
契
約
な
ど
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
し
た
。

　

二
十
六
年
度
建
築
設
備
工

事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
十

二
月
二
日
、仙
台
市
の
江
陽

‌

委
員
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

る
坂
本
会
長（
前
列
右
）�

　

当
協
会
は
県
建
築
士
事
務

所
協
会
ら
と
の
共
催
で
十
二

月
六
日
、会
津
若
松
市
卸
商

団
地
協
同
組
合
ア
ピ
オ
ス

ペ
ー
ス
で
新
製
品
・
新
工
法

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。県
、建

築
物
復
旧
・
復
興
技
術
連
絡

協
議
会
の
後
援
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
約
百
人
が
聴

講
し
た
。古
河
電
池
、福
井
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
、
関
西
ペ
イ
ン
ト
販
売
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
加
工
品
東
日

本
、
山
洋
電
気
、
ホ
ク
シ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
、東
翔
の
七
社

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

省
エ
ネ
、環
境
対
応
な
ど
住

宅
建
築
や
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
に
関
わ
る
最
新
技
術
を

行
政
、設
計
事
務
所
ら
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　

こ
の
う
ち
古
河
電
池
は
、

非
常
用
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気

電
池「
マ
グ
ボ
ッ
ク
ス
」な
ど

の
製
品
を
紹
介
し
た
。マ
グ

ボ
ッ
ク
ス
は
、
い
わ
き
市
に

立
地
す
る
同
社
が
震
災
経
験

を
踏
ま
え
、避
難
所
な
ど
に

設
置
し
て
携
帯
機
器
へ
電
力

を
供
給
で
き
る
電
源
と
し
て

凸
版
印
刷
と
開
発
し
た
。水

を
入
れ
る
だ
け
で
単
一
ア
ル

カ
リ
マ
ン
ガ
ン
電
池
三
十
二

個
分
の
電
力
を
確
保
。長
期

間
保
存
が
可
能
で
、紙
製
容

器
の
た
め
使
用
後
は
容
易
に

廃
棄
で
き
る
。同
社
経
営
企

画
室
企
画
部
長
の
熊
谷
枝
折

氏
が
開
発
の
経
緯
や
特
徴
な

ど
を
説
明
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
二
十
六
年
度

建
築
士
事
務
所
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と

し
て
開
催
。セ
ミ
ナ
ー
の
ほ

か
、
下
郷
町
大
内
宿「
結
の

会
」顧
問
の
吉
村
徳
男
氏
に

よ
る
講
演
会
や
住
宅
・
建
築

相
談
会
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

古
河
電
池
ら
プ
レ
ゼ
ン

新
製
品
・
新
工
法
セ
ミ
ナ
ー

評
価
期
間
拡
大
を
要
望

県
入
札
監
視
委

ヒ
ア
リ
ン
グ　

発
注
平
準
化
な
ど
も

県総合設備協会

‌

古
河
電
池
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン�

会津支部

情
報
共
有
し
課
題
解
決

若
松
建
設
事
務
所
と
意
見
交
換

建
築
設
備
工
事
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

発
注
者
と
意
見
交
換

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、設
備
業
界
団
体
と
東
北

地
方
の
発
注
者
が
意
見
を
交

わ
し
た
。当
協
会
か
ら
は
石

川
亘
総
務
委
員
長
、大
内
厚

専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　

大
山
正
征
日
本
電
設
工
業

協
会
東
北
支
部
長
、仲
江
肇

東
北
地
方
整
備
局
営
繕
部
長

が
あ
い
さ
つ
。意
見
交
換
で

は
①
一
般
競
争
入
札
に
お
け

る
技
術
者
等
の
資
格
要
件
②

適
正
工
期
の
設
定
と
工
期
延

長
に
伴
う
経
費
負
担
の
明
確

化
③
分
離（
直
接
）発
注
の
促

進
④
若
手
労
働
者
の
育
成
⑤

Ｃ
Ｐ
Ｄ
講
習
の
今
後
の
評
価

―
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

ユ
ア
テ
ッ
ク
の
小
嶋
顕
二
氏

が
、高
所
等
保
守
点
検
対
応

型
飛
行
監
視
装
置
に
つ
い
て

技
術
発
表
し
た
。

協会のうごき

【10月】

３日 •第２回技術・安全委員会（ビッグパレット
ふくしま）

•福島県総合設備協会「Ｈ26安全大会・技術
研修会」（ビッグパレットふくしま）

29日 •第２回理事会（協会）

•県営繕課との意見交換会（協会）

【11月】

18日 •事前打合会（県営繕設備担当職員との意見交
換会）
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